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参照資料

概要

ここに全体の概要を３行以内で書く

【本文形式】

I. 第１節見出し

A.　小節見出し

本文はこの形式で書く。パラグラフの開始行は１文字下げて書き出す。図・表などは、途中に入れてもよいし、末尾に一括してもよい。図・表には、（図１、表３のように）通し番号を付け、本文中では「（図2を参照）」のように書くこと。

B.　次の小節見出し
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..............................

II. 第２節見出し
A.　次の小節見出し

　..............................

..............................

　　（以下この形式で続ける。）
【付図・付表を末尾に付する場合の第１ページの形式】

付図・付表目次

図1
（図1の名称）


図2
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　　　　：


表1
（表1の名称）

        :

        :
参照資料の形式（必須）

【（注意：　参照資料には必ず通し番号を付け、本文中では”山田〔1〕”のように、通し番号をつけて参照すること。）】
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